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７
（
水
）
ス
マ
イ
ル
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
第
1
2
回

「
ブ
ラ
ジ
ル
、
『い
の
ち
の
場
』
を
め
ぐ
る
た
た
か
い
と
希
望
の
姿

～
ア
マ
ゾ
ン
先
住
民
・土
地
な
し
農
民
・リ
オ
の
ス
ラ
ム
」

ア
マ
ゾ
ン
の
森
に
生
き
る
先
住
民
の
伝
統
的
な
暮
ら
し
、

土
地
を
求
め
不
在
地
主
の
土
地
を
占
拠
し
耕
作
す
る

農
民
の
運
動
、
ス
ラ
ム
で
居
住
と
生
活
の
権
利
を
求
め
る

住
民
た
ち
の
運
動
を
見
つ
め
て
き
た
鴨
川
在
住
の
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
下
郷
さ
と
み
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
。
現
地
の

取
材
で
撮
り
た
め
て
き
た
多
く
の
写
真
を
上
映
し
な
が
ら
、

伝
え
て
く
れ
ま
す
。

1
4
:0
0
～
1
7
:0
0

参
加
費
：無
料

場
所
：
里
山
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（鴨
川
市
金
束
3
7
5
-
1
）

共
催
：
鴨
川
自
然
王
国
Ｔ
＆
Ｔ
研
究
所
（
０
4
-
7
0
9
9
-
9
0
1
1
）

連
絡
先
：
田
中
正
治
te
l/
fax
0
4
-
7
0
9
8
-
0
3
5
0
m
a
sa
-
fly@
s
iriu
s.o
cn
.n
e
.jp

◇
２
/
1
8
（
土
）
坪
井
節
子
弁
護
士
講
演
会

「
子
ど
も
の
声
聴
こ
え
ま
す
か
？
～
真
に
子
ど
も
に
寄
り
添
う
と
い
う
こ
と
～
」

1
9
8
7
年
か
ら
、
東
京
弁
護
士
会
「子
ど
も
の
人
権
救
済
セ
ン
タ
ー
」で
少
年
事
件
の
付
添
人
活
動
に
携
わ
る
坪
井
さ
ん
。

1
0
代
の
子
ど
も
の
た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー
や
自
立
援
助
ホ
ー
ム
を
運
営
し
て
き
た
坪
井
さ
ん
が
、

子
ど
も
た
ち
の
現
状
、
お
と
な
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
語
り
ま
す
。

1
0
:0
0
～
1
2
：0
0
場
所
：
京
北
ホ
ー
ル
（Ｊ
Ｒ
柏
駅
東
口
か
ら
徒
歩
１
分
）

定
員
：1
0
0
人
主
催
：
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
キ
ャ
ッ
プ
）
な
の
は
な

参
加
費
：5
0
0
円

連
絡
・
申
込
：
磯
野

0
9
0
-
2
3
1
7
-
0
8
9
8
yo
k
o-
is
@
sm
a
il.plala

.o
r.jp

グ
リ
ー
ン
ズ
千
葉
便
り
第
1
2
号

―
地
球
規
模
で
考
え
、
活
動
は
足
元
か
ら
―

白
川
真
澄
さ
ん
（ピ
ー
プ
ル
ズ
・プ
ラ
ン
研
究
所
）を
招
い
て
開
い
た
学

習
会
。
中
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
、
現
在
の
政
治
勢
力
と
社
会
構
造

に
向
け
た
対
抗
線
を
引
き
直
す
必
要
が
あ
る
と
の
視
点
か
ら
、
参
加
し

た
2
9
名
で
活
発
な
論
議
が
行
わ
れ
た
。

１
）沖
縄
（米
軍
基
地
）、
福
島
（原
発
と
避
難
者
）、
山
形
ほ
か
東
北
地

方
（Ｔ
Ｐ
Ｐ
）と
い
っ
た
死
活
問
題
に
直
面
し
た
地
域
で
は
ど
ん
詰
ま
り
で

反
転
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
爆
発
し
、
野
党
共
闘
が
勝
利
を
得
た
。

２
）2
0
2
0
年
代
不
可
避
の
経
済
・社
会
構
造
の
大
変
動
を
見
通
し
、
対

抗
軸
の
再
設
定
と
対
抗
勢
力
の

再
生
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
同
時

に
、
改
憲
阻
止
運
動
の
思
想
・

理
論
を
構
築
す
る
。

３
）自
衛
権
・自
衛
隊
の
違
憲
性

論
争
を
、
絶
対
平
和
主
義
の
立
場
か
ら
深
化
さ
せ
る
。

４
）少
子
高
齢
化
・雇
用
の
非
正
規
化
と
い
っ
た
構
造
的
変
動
に
対
し
て

リ
ベ
ラ
ル
・左
派
の
側
に
抜
本
的
な
対
案
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
多
国
籍

企
業
・富
裕
層
へ
の
課
税
強
化
、
内
部
留
保
へ
の
課
税
導
入
な
ど
を

実
行
し
た
上
で
、
不
足
分
を
消
費
税
率
の
引
上
げ
で
補
う
。

５
）経
済
成
長
を
前
提
に
し
た
雇
用
創
出
や
税
・社
会
保
障
制
度
に
代

わ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
の
構
想
と
実
験
の
提
示
は
、
グ
リ
ー
ン
・レ
フ
トの

特
に
重
要
な
役
割
に
な
る
。
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

◆
最
低
所
得
保
障
の
実
現
と
格
差
是
正
（給
付
つ
き
税
額
控
除
、

最
低
保
障
年
金
、
若
者
自
立
基
金
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・イ
ン
カ
ム
）

◆
普
遍
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
保
障
（自
己
負
担
額
の
抜
本
的
軽
減
、

住
む
権
利
の
確
保
（空
き
家
の
活
用
、
住
宅
手
当
て
））

◆
ゼ
ロ
成
長
・低
成
長
の
下
で
の
税
収
減
を
踏
ま
え
、
労
働
時
間

短
縮
を
前
提
に
し
た
相
互
扶
助
の
仕
組
み
の
創
出

◆
「半
農
半
Ｘ
」を
担
い
手
と
す
る
地
域
循
環
型
経
済
の
創
出

（食
と
農
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
介
護
・子
育
て
の
地
域
自
給
）

参
加
者
か
ら
は
「先
の
戦
争
で
の
被
害
者
意
識
が
根
底
に
あ
り
、
加
害

者
と
し
て
の
反
省
が
弱
い
こ
と
が
平
和
主
義
の
弱
点
だ
」「
人
工
知
能
が

導
入
さ
れ
労
働
人
口
が
半
減
す
る
と
す
れ
ば
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の

導
入
と
多
様
な
協
同
事
業
を
ベ
ー
ス
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
が

不
可
欠
に
な
る
」、
ほ
か
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

（
田
中
正
治
） グ

リ
ー
ン
ズ
千
葉

は
「

緑
の

党
グ

リ
ー

ン
ズ

ジ
ャ

パ
ン

」
と

の
連

携
組

織
で

す
。

と
も

に
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

グ
リ

ー
ン

ズ
憲

章
の

6つ
の

理
念

１
．

エ
コ

ロ
ジ

カ
ル

な
知

恵
２

．
社

会
的

公
正

・
正

義
３

．
参

加
⺠

主
主

義
４

．
非

暴
⼒

・
平

和
５

．
持

続
可

能
性

６
．

多
様

性
の

尊
重

に
基

づ
き

、

「
緑

の
社

会
ビ

ジ
ョ

ン
」

実
現

を
め

ざ
し

ま
す

。

271-0092
松

⼾
市

松
⼾

1879-24
ほ

く
と

ビ
ル

5F
Tel/Fax

047-360-6064
H
P

http://greens-party-chiba.jim
do.com

/

年
会

費
：

会
員

/3,000円
サ

ポ
ー

タ
ー

/1,000円
（

郵
便

口
座

00120-1-687008）

「 対
抗
線
の
リ
セ
ッ
トへ
―
参
院
選
の
総
括
と
私
た
ち
の
課
題
」

９
/
1
1
ほ
く
と
ビ
ル
会
議
室

「 ア ー ス デ イ ち ば 」 に 出 展 ５ ／ 2
2

稲 毛 海 浜 公 園

今 回 1
6
回 目 と な る ア ー ス デ イ ち ば 。 グ リ ー ン ズ 千 葉 で も 毎

年 恒 例 の ご ん べ え 農 園 の 野 菜 、 ワ ン コ イ ン マ ッ サ ー ジ で ブ ー ス

を 出 し ま し た 。 晴 天 に 恵 ま れ た こ の 日 、 私 は 妻 と 娘 、 息 子 ２

人 の 家 族 全 員 で 参 加 し ま し た 。 家 族 に と っ て は フ リ ー マ ー ケ ッ

ト の ほ か 、 珍 し い 飾 り や 面 白 い 出 展 物 を 見 る の も 大 き な 楽

し み の 一 つ で す 。 都 会 の 喧 騒 か ら 離 れ 、 オ ル タ ナ テ ィ ブ な 雰

囲 気 で ゆ っ た り と 時 間 が 流 れ る 中 で 買 い 物 や 音 楽 が 楽 し め

る ア ー ス デ イ ち ば は 、 心 の リ ハ ビ リ に な り ま す 。

と こ ろ で 、 会 場 で 特 に 気 に な っ た こ と が あ り ま し た 。 流 れ て

く る 楽 器 の 音 や 歌 な ど の 音 の 質 が と て

も 良 い こ と で す 。 音 響 担 当 で 、 普 段 は

匝 瑳 市 で ソ ー ラ ー シ ェ ア リ ン グ に 取 組 む

東 さ ん に 聞 く と 実 は そ う 感 じ る 人 が

多 い ら し く 、 太 陽 光 パ ネ ル で つ く っ た 直

流 の 電 気 が 近 く か ら 入 る こ と で ノ イ ズ

が 少 な く な っ て い る か も し れ な い と の こ

と 。 自 然 エ ネ ル ギ ー が 作 り 出 す 、 も う

一 つ の 嬉 し い こ と に 驚 き ま し た 。

一 番 の サ プ ラ イ ズ は 、 メ イ ン ス テ ー ジ に い た お 坊 さ ん ギ タ リ

ス ト ・ 大 橋 さ ん が 突 然 、 緑 の 党 グ リ ー ン ズ ジ ャ パ ン 元 共 同 代

表 の 髙 坂 さ ん を 呼 ん で 、 二 人 で 「 緑 の 党 結 党 宣 言 」 の 歌 を 歌

い 始 め た こ と で し た 。 髙 坂 さ ん は 池 袋 で 飲 み 屋 を や り な が ら

匝 瑳 市 で 米 づ く り も し て い ま す 。 ２ ０ １ １ 年 の 原 発 事 故 か

ら も う 5 年 以 上 が 経 ち ま す が 、 歌 を 聴 い て い る う ち に 、 そ の

時 の 衝 撃 や 決 意 、 そ こ か ら の 歩 み な ど が 思 い 出 さ れ 、 ま た

「 頑 張 ろ う 」 と い う 気 持 ち を も ら い ま し た 。

さ て 私 た ち 家 族 は と い う と 、 お 祭 り が 終 わ っ て も 日 が 暮 れ

る ま で そ の 余 韻 に ひ た り な が ら 、 海 岸 で 遊 ん だ り 、 芝 生 の 上

で サ ッ カ ー を し た り し ま し た 。 で き る こ と な ら 、 来 年 も ま た

家 族 で 参 加 し た い と 思 い ま す 。 （ 長 谷 川 平 和 ）

深 緑 の 里 山 に て ― 鴨 川 夏 合 宿 ８ ／ 1
4
～ 1
5

鴨 川 自 然 王 国

一 泊 二 日 の 鴨 川 夏 合 宿 に 、 初 め て 参 加 し ま し た 。 安 房 鴨 川

の 稲 穂 が 揺 れ る 大 山 千 枚 田 を 抜 け る と 「 鴨 川 自 然 王 国 」 が あ

り ま す 。 里 山 の 自 然 と 蝉 時 雨 の 中 で 行 わ れ る 夏 合 宿 は と て

も 有 意 義 で す 。 今 年 の テ ー マ は 、 世 界 の 大 国 「 ア メ リ カ 」 と

「 中 国 」 。

◆ 一 日 目 ～ 大 井 赤 亥 氏 （ 東 大 他 非 常 勤 講 師 、 3
6
歳 ） に よ る

あ か い

ア メ リ カ の お 話 。

〈 建 国 以 来 、 自 由 平 等 ・ 民 主 主 義 ・

世 界 の 警 察 と 言 わ れ 自 由 貿 易 で

経 済 大 国 、 先 進 強 固 の 国 と し て

突 き 進 む 中 、 サ ブ プ ラ イ ム ロ ー ン 、

リ ー マ ン シ ョ ッ ク な ど 金 融 拡 大 路

線 で つ ま づ き 貧 困 格 差 も 広 が っ た 。

未 来 予 想 図 的 に 見 る と 、 今 ま で

の よ う な 資 本 主 義 サ イ ク ル に は

戻 ら な い の で は な い か ？ 〉

◆ 二 日 目 ～ 矢 吹 晋 氏 （ 横 浜 市 立

大 学 名 誉 教 授 、 7
7
歳 ） か ら 中 国

の お 話 。

〈 南 沙 諸 島 や 尖 閣 諸 島 の 問 題 な ど 、 日 本 と 中 国 の 間 に は

ネ ガ テ ィ ブ な 状 況 が 続 い て い る が 日 本 の マ ス コ ミ 報 道 は 正 し く

伝 え て い な い 、 と 力 説 。 緑 の 党 は 「 共 同 管 理 」 を 政 策 方 針 と し

て い る こ と を 伝 え る と 、 そ れ が 正 し い 言 わ れ て い た の が 印 象 的

で し た 。 〉

二 日 目 の 午 後 は 里 山 デ ザ イ ン フ ァ ク ト リ ー を 見 学 。 米 国

人 の ク リ ス さ ん か ら 鴨 川 の 地 に 展 開 す る コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 動 を

紹 介 。 辛 抱 づ よ く 、 柔 軟 な 精 神 に リ ス ペ ク ト 。

大 好 き な 加 藤 登 紀 子 さ ん も 参 加 さ れ て 楽 し い 語 ら い が で き

元 気 を い っ ぱ い も ら い ま し た 。 感 謝 ！ （ 柘 植 扶 佐 子 ）

写
真
／
勝
浦
市

（
N
oriko

M
urayam

a）

Contents
＊
「
ア
ー
ス
デ
イ
ち
ば
」
に
出
展
（
5/22）

＊
深
緑
の
⾥
山
に
て
―
鴨
川
夏
合
宿
（
8/14〜

15）

＊
勉
強
会
「
対
抗
戦
の
リ
セ
ッ
ト
へ

―
参
院
選
の
総
括
と
私
た
ち
の
課
題
」
（
9/11）

＊
【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】自

然
と
共
に
生
き
る
人
び
と
の
地
に

戦
争
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
パ
ッ
ド
は
い
ら
な
い

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
高
江
」

鈴
木

祥
子
さ
ん
に
聞
く

＊
稲
作
22年

で
や
っ
と
「
小
学
校
卒
業
」

＊
イ
ベ
ン
ト
情
報

ブ
ラ
ジ
ル
先
住
⺠
・
カ
マ
ユ
ラ
族
の
村
（
下
郷
さ
ん
撮
影
）
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1
6
年
1
1
月
2
1
日

数
日
後
に
晩
生
の
黒
米
を
刈
り
取
れ
ば
、
今
年
の
稲
刈
り
が
終
わ
る
。

本
格
的
に
米
と
付
き
合
い
2
2
年
、
や
っ
と
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
「食
べ

て
く
だ
さ
い
」と
出
荷
で
き
る
米
に
仕
上
が
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
小
学
校

を
卒
業
し
た
く
ら
い
の
段
階
だ

ろ
う
か
。
新
入
り
の
除
草
機

「ア
メ
ン
ボ
号
」の
効
果
は
絶

大
、
ほ
と
ん
ど
の
田
ん
ぼ
が

軽
度
の
雑
草
で
済
み
、
稲

刈
り
も
ス
ム
ー
ズ
。
昨
年
ま

で
は
コ
ン
バ
イ
ン
の
中
に
雑

草
が
何
度
も
詰
ま
り
、
ベ
ル

トが
切
れ
る
な
ど
し
た
り
様
々

な
部
分
が
故
障
し
た
も
の
だ
。

草
の
茎
や
種
が
混
じ
ら
ず
籾

を
乾
燥
で
き
、
籾
摺
り
作
業
も
難
な
く
進
み
、
大
粒
の
き
れ
い
な
玄
米

が
次
々
に
保
冷
米
庫
に
収
納
さ
れ
て
い
く
。
ゴ
ミ
の
多
い
籾
は
乾
燥

機
の
中
で
流
れ
を
詰
ま
ら
せ
乾
燥
度
の
ば
ら
つ
き
を
作
り
、
籾
摺
り
機

の
トラ
ブ
ル
ま
で
引
き
起
こ
す
。
仕
上
が
っ
た
玄
米
に
も
草
の
種
や
色

の
つ
い
た
米
が
混
ざ
る
。
今
ま
で
は
と
て
も
自
信
を
持
っ
て
出
す
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
し
、
収
量
も
平
均
５
俵
に
は
は
る
か
に
届
か
な
か
っ
た
。

壊
滅
的
な
所
が
必
ず
数
か
所
あ
っ
た
た
め
だ
。

今
年
は
2
0
数
枚
の
田
ん
ぼ
を
３
回
も
除
草
で
き
、
水
の
管
理
に
も
よ

く
足
が
運
べ
た
。
田
植
え
機
の
後
ろ
の
部
分
を
外
し
、
５
条
分
の
除
草

機
を
取
り
つ
け
た
の
が
ア
メ
ン
ボ
号
。
乗
り
な
が
ら
作
業
す
る
の
に
１
反

わ
ず
か
3
0
分
も
か
か
ら
な
い
。
昨
年
ま
で
は
２
条
の
歩
行
型
除
草
機

で
２
時
間
以
上
か
か
り
、
１
反
の
田
ん
ぼ
の
中
を
３
ｋ
ｍ
位
歩
く
の
で
疲

れ
果
て
て
い
た
の
に
比
べ
、
楽
な
こ
と
、
早
い
こ
と
、
天
国
だ
。
し
か
し
ト

ラ
ブ
ル
も
あ
る
。
深
く
耕
し
過
ぎ
た
田
で
は
、
車
輪
に
つ
い
た
土
が
苗
を

埋
め
て
い
く
。
ま
た
で
こ
ぼ
こ
が
多
い
場
所
で
除
草
機
の
上
下
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
ミ
ス
す
る
と
一
ぺ
ん
に
多
く
の
苗
が
埋
め
込
ま
れ
る
し
、
ワ
ラ

や
草
が
分
解
さ
れ
て
い

な
い
と
引
っ
か
か
っ
て
同

じ
こ
と
が
起
こ
る
。

ア
メ
ン
ボ
号
が
ス
ム
ー

ズ
に
作
動
す
る
田
ん
ぼ

を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
除
草
剤
を
撒
け

ば
こ
れ
ら
の
苦
労
も
簡

単
に
解
消
す
る
が
、
で
も

田
ん
ぼ
の
命
は
激
減
し
て
い
る
、
虫
も
、
鳥
も
、
魚
た
ち
も
。
完
全
に
成

功
し
た
と
こ
ろ
は
８
俵
採
れ
た
、
全
体
平
均
で
は
６
俵
、
地
域
の
平
均

は
８
俵
。
も
う
少
し
で
有
機
農
業
を
他
の
農
家
に
勧
め
ら
れ
る
。

来
年
は
中
学
生
、
楽
し
み
で
あ
る
。
友
が
「ず
い
ぶ
ん
老
け
た
中
学

生
だ
ね
」だ
っ
て
、
ご
も
っ
と
も
。

（吉
田
篤
）

「 や ん ば る の 森 で 起 き て い る こ と 」 報 告 会

1
1
月 ４ 日 、 「 農 民 平 和 会 議 （ ＊ ） 」 で は 、 Ｏ Ｎ Ｅ

Ｌ Ｏ Ｖ Ｅ 高 江 の 鈴 木 祥 子 さ ん を 成 田 に お 招 き し 、

高 江 報 告 会 を 行 い ま し た 。 高 江 の 問 題 は マ ス コ

ミ も 取 り 上 げ な い た め 、 そ の 現 状 を 詳 し く 知 る

参 加 者 は ほ と ん ど い ま せ ん で し た 。 し か し 、 前 日

高 江 か ら 戻 っ た ば か り の 鈴 木 さ ん の 報 告 は 、 私

た ち の 心 を 高 江 に ぐ っ と 近 づ け て く れ ま し た 。

貴 重 な 自 然 が 残 る 高 江 に 、 予 告 な し に ヘ リ パ ッ

ド 建 設 が 強 行 さ れ た の は 1
0
年 前 。 以 来 、 住 民 は

３ ６ ５ 日 「 座 り 込 み 」 と い う 形 で 反 対 の 意 思 を 表

明 し て き ま し た 。 １ ５ ０ 人 の 住 民 が 暮 ら す 集 落

に ８ ０ ０ 人 の 機 動 隊 や 沖 縄 県 警 ・ 防 衛 局 職 員 が

押 し か け 、 連 日 暴 力 的 に 住 民 を 排 除 し 、 米 軍 の

基 地 建 設 工 事

を 強 行 的 に 進

め る た め に 法 律

も 憲 法 も 無 視

し 、 あ ら ゆ る

権 力 を 行 使

す る 異 常 事 態 が

起 き て い ま す 。

こ れ に 対 し て 住 民 は 、 「 「 非 暴 力 （ 言 葉 も 含 む ） 、

強 制 し な い 、 い つ も 愛 と ユ ー モ ア を 」 を モ ッ ト ー に

不 屈 の 精 神 で 運 動 を 続 け て い ま す 。 重 い 空 気 が

漂 っ た 時 こ そ 歌 い 踊 り 、 マ イ ク が 回 っ て く れ ば 自

分 の 言 葉 で 心 か ら 訴 え る 。 彼 ・ 彼 女 ら の 原 動 力

は 、 「 美 し い 地 を 次 の 世 代 に 渡 し た い 、 生 命 育 む

高 江 か ら 戦 争 に 繋 が る こ と を し た く な い 」 と い

う 強 い 思 い で す 。 こ れ に 賛 同 す る 仲 間 が 全 国 、

そ し て 世 界 中 か ら 、 座 り 込 み に 参 加 し て い ま す 。

同 じ 問 題 を 抱 え る 特 に 韓 国 や フ ィ リ ピ ン 、 グ ア ム

か ら の 参 加 者 が 多 い そ う で す 。 市 民 は 国 境 を 超

え て 連 帯 し て い る の で す 。 ま た 、 沖 縄 県 内 の 3
0

カ 所 以 上 で ス タ ン デ ィ ン グ が 行 な わ れ て い ま す 。

鈴 木 さ ん た ち も 、 船 橋 、 市 川 、 津 田 沼 、 東 京 都

内 の 駅 等 で ス タ ン デ ィ ン グ を 行 な い 、 高 江 の 現

状 を 訴 え て い ま す 。 通 り す が り の 人 か ら カ ン パ

や 差 し 入 れ を も ら う こ と も あ る そ う で す 。 日

本 人 の 多 く は 「 無 関 心 」 と 表 現 さ れ が ち で す が 、

実 は 「 知 ら な い 」 だ

け な の で は な い で

し ょ う か 。 沖 縄 の

現 状 を 知 れ ば 、

「 自 分 事 」 と し て 捉

え 動 い て く れ る 人

が 、 実 は 多 い の で

は と 感 じ て い ま す 。

報 告 会 に は 2
0
数 名 の 参 加 者 が い ま し た が 、 鈴

木 さ ん の 話 を 聞 い て 、 自 然 と 「 成 田 で も ス タ ン デ ィ

ン グ を し よ う 」 と い う 話 が 出 て き ま し た 。 来 年

２ 月 に は 、 高 江 を 舞 台 に し た ド キ ュ メ ン タ リ ー

映 画 「 標 的 の 村 」 の 上 映 会 も 企 画 し て い ま す 。

憲 法 が 無 視 さ れ 、 美 し い 自 然 が 暴 力 的 に 破 壊 さ

れ て い る 沖 縄 に 「 成 田 で も 連 帯 を 表 明 し よ う 」 、

と い う 動 き が 起 き 始 め ま し た 。 ス タ ン デ ィ ン グ

の 詳 細 は 今 後 、 会 議 の 中 で 決 め て い き ま す が 、

日 程 は 1
1
月 2
9
日 （ 火 ） の 1
6
～ 1
9
時 の 間 、 参 加 者 の

都 合 の 良 い 時 間 に 京 成 公 津 の 杜 駅 で 行 な い ま

す 。 関 心 の あ る 方 は 会 津 ま で ご 連 絡 お 願 い い た

し ま す （ ０ ９ ０ ・ ６ ７ ０ ４ ・ ９ ９ ９ ６ ） 。 （ 会 津 素 子 ）

＊ 農 民 平 和 会 議 … ７ 月 の 参 院 選 を き っ か け に

ご く 自 然 に 発 生 し た 、 世 界 で 起 き て い る こ と を

学 ぶ 北 総 地 域 の 農 仲 間 た ち の 対 話 の 場

日 常 の 中 で 自 然 に 政 治 が 話 題 に さ れ る よ う

な 家 庭 で 育 っ た 影 響 が あ る の か な ？ 労 働 組 合 で

出 会 っ た 父 と 母 は 労 働 裁 判 を 2
0
年 間 闘 っ て き ま

し た 。 私 に 、 ど こ か に 所 属 し ろ と か 、 ～ す る な 、

な ど と 強 制 す る こ と は あ り ま せ ん で し た ね 。

２ ０ ０ ３ 年 に 自 衛 隊 が イ ラ ク へ 派 兵 さ れ 、 仲 間

と デ モ に 参 加 し ま し た 。 イ ラ ク で ３ 人 の 日 本 人

が 拘 束 さ れ た 時 に は 解 放 を 求 め て 船 橋 駅 前 で

署 名 を 呼 び か け た の で す が 、 こ れ ま で 政 治 の 話

を し た こ と の な い よ う な 友 人 が 駆 け つ け 、 ギ タ ー

で 「 イ マ ジ ン 」 を 歌 っ て く れ ま し た 。

デ モ で 訴 え る こ と の 意 味 や 大 切 さ が 本 当 に わ

か っ た の は 、 自 分 た ち で 脱 原 発 の デ モ の 申 請 や

企 画 を し た ３ ・ 1
1
以 降 で す ね 。

◆ 九 条 が 、 私 を 本 気 に さ せ て く れ た

主 体 的 に 活 動 に 取 り 組 む よ う に な っ た き っ か

け は 2
7
歳 の と き 。 た ま た ま 知 り 合 っ た 人 が 熊 本

で コ ー ヒ ー 店 を 営 ん で い た の で す が 、 そ こ で 販 売

し て い た 「 ピ ー ス ９ （ 憲 法 ９ 条 ） コ ー ヒ ー 」 の パ ッ ケ ー

ナ イ ン

ジ に あ っ た ９ 条 の 条

文 に 、 鳥 肌 が 立 ち ま

し た 。 な ぜ か 、 す ご

く 突 き 動 か さ れ た

ん で す 。 創 立 か ら

「 ふ な ば し ９ 条 の 会 」 に 関 わ っ て い ま す 。 仲 間 の 人

生 の 先 輩 は 不 屈 で 、 自 分 が 携 わ り 続 け る こ と が

平 和 に つ な が っ て い る と い う 確 信 と 希 望 を 持 っ た

方 た ち が 多 く い ま す 。 そ う い う い く つ か の 縁 が 重

な っ て 、 私 は 平 和 に 目 覚 め て い っ た 気 が し ま す 。

会 津 「 Ｏ Ｎ Ｅ Ｌ Ｏ Ｖ Ｅ 高 江 」 の 始 ま り は ？

３ 年 前 、 友 人 か ら 沖 縄 北 部 の 東 村 高 江 の 米

軍 オ ス プ レ イ パ ッ ド 建 設 で Ｎ ４ と 呼 ば れ る 地 区 の

森 を 切 り 裂 き 自 然 を 抉 り 取 ら れ た 上 空 か ら の

え ぐ

写 真 を 見 せ ら れ て 話 を 聞 い た の が き っ か け で し

た 。 色 ん な バ ッ ク グ ラ ウ ン ド を も つ 若 い ８ 人 が 集

ま り 、 現 地 か ら 離 れ て い て も で き る こ と を 考 え

ま し た 。 オ リ ジ ナ ル グ ッ ズ を 作 製 し て 販 売 し 、 そ

の 資 金 で 現 地 に 座 り 込 み を す る 「 特 派 員 」 を 送

り 、 ほ と ん ど 知 ら れ て い な い こ の 事 実 を 、 自 分 た

ち の 目 で 見 て き た こ と を そ の 人 な り の 表 現 で 、

周 り や 色 々 な 人 々 へ 伝 え た ら 、 す ご い 広 が り に

な る し 、 な か な か 現 地 に 行 け な い 人 も グ ッ ズ を

通 し て の 応 援 や ア ピ ー ル に 繋 が る と 思 い ま し た 。

特 派 員 の 中 に は 、 最 初 は 特 派 員 で 行 く こ と に

関 心 が 示 せ な か っ た け れ ど も 信 頼 し て い る 友 人

の 勧 め で 参 加 し 、 そ の 後 自 分 た ち の 問 題 と し て

引 き 寄 せ て 考 え て い る 仲 間 も い ま す 。 イ ン タ ー ネ ッ

ト か ら の 情 報 や つ な が り だ け じ ゃ な く 、 人 と ひ

と の 触 れ 合 う 中 で 生 ま れ る も の を 大 切 に し た い

で す 。 集 会 や イ ベ ン ト を 重 ね て き ま し た 。 今 は 駅

前 な ど で ス タ ン デ ィ ン グ と い う ア ク シ ョ ン を 始 め

て い ま す 。 高 江 の こ と を 知 ら な い 人 に 、 一 人 で も

多 く 知 っ て ほ し い ！

そ し て 興 味 を 持 っ て

も ら う た め に 、 発 信

す る 側 が 「 ど ん な 人

に 」 「 何 を 」 伝 え た い

の か ？ て い ね い に

進 め る こ と に 向 き

合 い な が ら 、 い ろ ん

な 可 能 性 を 模 索

し て い ま す 。

◆ あ き ら め ず に 人 に 伝 え る こ と 、

顔 を 突 き 合 わ せ て 言 い 合 う こ と

地 元 の 仲 間 に デ モ の 話 な ど を す る と 「 こ ん な

所 で 辛 気 臭 い こ と 話 す な よ 」 と 返 っ て き ま す が 、

次 に 会 っ た 時 に は 「 デ モ い つ や る ん だ よ 、 行 っ て や

る よ 」 「 反 対 派 も 推 進 派 も 、 ど ち ら の 話 も 聞 い た

こ と な い か ら 教 え て 」 「 高 江 で 不 当 逮 捕 、 許 せ な

い ！ 」 と 、 ず い ぶ ん 経 っ て か ら ふ と し た 時 に 声 を

か け て く れ る 。 一 度 話 し て 反 応 が 悪 く て も 、 そ

の 人 の 中 に 何 ら か の 種 は 植 え ら れ て い る ん だ と

感 じ ま す 。 だ か ら 、 チ ャ ン ス が あ れ ば 少 し ず つ 伝

え て い き た い 。

時 ど き 、 考 え 方 が 全 く 違 う 友 達 と の 間 で 「 憲

法 九 条 」 な ど に つ い て ガ チ ン コ の 意 見 を ぶ つ け 合 い

ま す 。 酒 場 と か ラ ー メ ン 屋 で も （ 笑 ） 。 私 た ち

が 激 論 を 交 わ せ ば 、 周 り の 仲 間 も 考 え 話 す 機 会

に な り ま す 。 あ え て そ こ を 狙 っ て 大 げ さ に ユ ー モ

ア た っ ぷ り に し た り 。 後 に な っ て 「 あ い つ あ ん な こ

と 言 っ て い た け れ ど 、 一 理 あ る な 」 と 考 え る 。 意

見 を 言 い 合 っ て 、 私 も 相 手 も 揺 れ る 。 そ う い う こ

と っ て 大 切 だ と 思 い ま す 。

職 場 で も 、 自 分 の 活 動 の 話 を た く さ ん し ま す 。

同 僚 も 、 沖 縄 の 問 題 を 私 に 質 問 し て く れ る よ う

に な り ま し た 。 問 題 の 本 質 を よ く 理 解 し て い る

人 や 、 実 は ９ 条 の 条 文 を す ら す ら 言 え る 人 が い

て び っ く り さ せ ら れ ま す 。 自 分 の 考 え を 表 に 出

し て い な か っ た ら 、 こ う い う こ と を 話 題 に す る こ

と も 、 互 い に

何 を 考 え て い

る の か 知 る こ

と も な か っ た

で し ょ う 。 社

会 を 変 え た い ！

と 思 う と き 、

語 り 合 っ た り

い ろ ん な こ と

を 知 り 共 有 し 、

太 く 熱 く 「 つ

な が っ て 」 ゆ く 、

こ の 平 和 の 輪

は 、 誰 に も 断

ち 切 れ な い と

思 い ま す 。

（ 構 成 ／ 磯 野 よ う 子 、 真 木 彩 子 ）

― 「 Ｏ Ｎ Ｅ Ｌ Ｏ Ｖ Ｅ 高 江 」 鈴 木 祥 子 さ ん に 聞 く
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現
在
強
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工
事
さ
れ
て
い
る

ヘ
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パ
ッ
ド
（
N
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パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
条
文
が
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E
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高
江

特
派
員
報
告
会
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Ｅ

Ｌ
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高
江
の
グ
ッ
ズ
と
、

特
派
員
を
募
る
呼
び
か
け

鈴 木 さ ん 、 い ま の 活 動 を

始 め た き っ か け は ？

「 高 江 」 っ て ？

国 は 、 １ ５ ０ 人 の 小 さ な 東 村 高 江 の 集 落

に 隣 接 す る 米 軍 北 部 訓 練 場 の 過 半 の 返 還 を

条 件 に 新 た な ヘ リ パ ッ ド 6 つ を 新 設 し よ う と 、

２ ０ ０ ７ 年 、 住 民 に 何 ら 説 明 も な く 建 設 を

始 め た 。 オ ス プ レ イ 専 用 の ヘ リ パ ッ ド だ っ た 。

そ の 日 か ら 今 も ３ ６ ５ 日 、 平 和 な 抗 議 、 座 り

込 み が 続 く 中 、 今 夏 の 参 議 院 選 挙 後 、 さ ら

に 強 硬 的 に あ ら ゆ る 権 力 で 工 事 が 進 め ら れ

て い る 。 現 地 に は 、 千 葉 県 警 を 含 め 全 国 か ら

５ ０ ０ 人 の 機 動 隊 が

送 ら れ 、 住 民 の 排 除 を

続 け て い る 。
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